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安藤議員は5月23日から24日にかけて当委
員会で行われた東青・下北管内の調査に参加
しました。
青森県防災航空センターにて防災ヘリコプ
ターの運用について調査しました。防災ヘリ
コプターしらかみの前で説明を聞いていると
ころ。

東通村のログレストラン南川で青森県水揚げ
№2を誇るヒラメによる新・ご当地グルメ「東
通天然ヒラメ刺身重」を調査しているところ。

総務企画危機管理委員会から
八戸学院大学の佐藤千恵子准教授から「子ど
も食堂」による地域づくりへ、貧困の原因や
大人でも子どもでも誰でも参加できる仕組を
聴く。質疑応答をする当委員会のメンバー。
（5月25日）

小川原湖漁業協同組合から小川原湖の浄化対
策を求める請願が出されていますが、当委員
会として、現地小川原湖を視察。県と漁協関
係者から説明を受ける。（5月25日）

環境厚生委員会から

青森市内県営住宅小柳団地3号棟の立て替え
建設現場を視察。（中央、松田議員 5月24日）

風間浦村、国道279号線道路災害防除のた
めの補強と交換工事現場を視察する当委員会
のメンバー。（5月25日）

建設委員会から

発
行
・
日
本
共
産
党
青
森
県
議
団

日　本
共産党

№119

青
森
県
議
団
便
り

（無＝古村氏）

6月県議会6月県議会
6月14日～29日6月14日～29日

　
6
月
定
例
県
議
会
は
、
6
月

14
日
か
ら
29
日
ま
で
開
か
れ
、

一
般
質
問
に
松
田
議
員
が
、
議

案
の
質
疑
と
一
部
反
対
討
論
を

安
藤
議
員
が
行
い
ま
し
た
。

　
当
面
す
る
Ｔ
Ｐ
Ｐ
11
の
危
険

性
と
影
響
、
イ
カ
漁
不
振
の
対

策
、
つ
く
り
育
て
る
漁
業
、
学

校
給
食
の
無
償
化
、
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
と
融
資
、
自
殺
対
策

等
を
質
問
。
議
案
で
は
、
介
護

医
療
院
の
創
設
や
65
才
以
上
の

障
害
者
の
共
生
型
サ
ー
ビ
ス
へ

の
移
行
は
何
を
も
た
ら
す
か
、

知
事
報
告
の
経
産
大
臣
へ
の
要

望
と
回
答
の
場
当
り
的
対
応
を

質
す
等
、
本
号
は
そ
の
内
容
を

報
告
い
た
し
ま
す
。

議
案
等
の
賛
否

〇
賛
成
　×

反
対
共
産
自
民
国
民
公
明
青
和

無

青
森
県
収
用
委
員
、
予
備
委
員
の
任
命
の
件

県
税
条
例
の
一
部
改
正

県
核
物
質
取
扱
税
条
例
の
一
部
改
正

介
護
医
療
院
の
創
設
に
係
る
医
療
法
施
行
条
例
の
一
部
改
正

65
才
以
上
の
障
害
者
の
共
生
型
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
条
例
改
正
3
本

県
旅
館
業
法
施
行
条
例
の
一
部
改
正
（
違
法
民
泊
の
規
制
強
化
）

り
ん
ご
黒
星
病
撲
滅
の
た
め
の
国
の
取
組
を
求
め
る
意
見
書
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常
な
成
育
が
阻
害
さ
れ
る
た
め
に
著

し
い
奇
形
と
な

る
。
8
月
以
降

の
後
期
感
染
で

は
収
穫
期
ま
で

に
発
病
せ
ず
、

貯
蔵
中
に
発
病

す
る
。

　

主
と
し
て
葉
、果
実
が
侵
さ
れ
る
。

葉
で
は
最
初
5
月
下
旬
ご
ろ
に
わ
ず

か
に
淡
黄
色
の
小
斑
点
が
散
在
し
て

現
れ
る
。
果
実
で
は
、
幼
果
が
発
病

す
る
と
毛
が
あ
る
の
で
初
発
を
見
逃

す
こ
と
が
あ
る
。
6
月
下
旬
〜
7
月

上
旬
に
な
る
と
は
っ
き
り
す
る
。
幼

果
が
侵
さ
れ
た
場
合
は
、
果
実
の
正

急
が
れ
る
り
ん
ご
黒
星
病
対
策
、意
見
書
は
全
会
派一致

急
が
れ
る
り
ん
ご
黒
星
病
対
策
、意
見
書
は
全
会
派一致

黒星病とは

黒色の円形病斑となる
（貯蔵中に発生したもの）

　

県
は
、
5
月
28
日
に
18
年
ぶ
り
に
黒

星
病
に
関
す
る
注
意
警
報
を
出
し
ま
し

た
が
、
6
月
に
入
り
津
軽
地
域
を
中
心

に
一
気
に
広
が
り
を
見
せ
る
結
果
と

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
生
産
者
の
皆

さ
ん
は
、
指
導
に
基
づ
き
薬
剤
の
10
日

間
散
布
や
、
雨
の
前
に
は
散
布
間
隔
を

前
倒
し
し
て
対
応
す
る
な
ど
し
て
き
ま

し
た
が
、
6
月
に
入
り
一
気
に
果
実
や

葉
に
感
染
が
広
が
り
生
産
者
を
は
じ
め

関
係
団
体
に
衝
撃
が
広
が
り
ま
し
た
。

　
こ
の
事
態
を
受
け
日
本
共
産
党
は
、

県
委
員
会
と
地
方
議
員
団
総
勢
14
人
で

県
に
対
し
て
上
記
の
5
項
目
に
わ
た
る

「
り
ん
ご
黒
星
病
多
発
状
況
に
対
す
る

緊
急
要
望
書
」
を
提
出
し
ま
し
た
。

　

県
議
会
で
は
、「
り
ん
ご
黒
星
病
は
、

平
成
28
年
に
津
軽
地
域
に
お
い
て
多
発

し
、
治
癒
効
果
が
あ
る
Ｅ
Ｂ
Ｉ
剤
の
効

果
が
低
下
し
て
い
る
た
め
、Ｅ
Ｂ
Ｉ
剤
を

使
用
し
な
い
薬
剤
防
除
や
、
被
害
を
受

け
た
葉
、
幼
果
を
処
理
す
る
取
り
組
み

を
行
っ
て
き
た
が
、
昨
年
よ
り
発
生
が

増
加
傾
向
に
あ
る
」
と
し
て
、
全
会
派

一
致
で
左
記
の
通
り
「
り
ん
ご
黒
星
病

撲
滅
の
た
め
の
国
の
取
組
を
求
め
る
意

見
書
」
を
6
月
29
日
に
採
択
し
ま
し
た
。

一
、
り
ん
ご
黒
星
病
に
効
果
の
あ
る
薬
剤
と
防
除
方
法
の
開
発
を
国
と
連
携
し
早

急
に
確
立
さ
せ
る
こ
と
。

一
、
青
森
県
の
り
ん
ご
研
究
機
関
の
人
材
を
増
や
し
万
全
な
体
制
を
構
築
す
る

こ
と
。

一
、
防
除
費
用
に
対
す
る
支
援
を
国
及
び
市
町
村
と
連
携
し
て
進
め
る
こ
と
。

一
、
被
害
果
樹
、
被
害
葉
な
ど
の
処
分
に
つ
い
て
労
働
力
不
足
な
ど
で
土
に
埋
め

ら
れ
な
い
場
合
が
多
く
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
市
町
村
と
連
携
し
て
自
治
体

へ
の
焼
却
場
処
理
を
可
能
に
す
る
こ
と
。

一
、「
青
森
県
り
ん
ご
黒
星
病
及
び
腐
乱
病
蔓
延
防
止
条
例
」
に
そ
っ
た
強
力
な

体
制
を
国
、
関
係
市
町
村
り
ん
ご
関
係
団
体
と
結
束
し
て
確
立
す
る
こ
と
。

り
ん
ご
黒
星
病
多
発
状
況
に
対
す
る
緊
急
要
望
書

知事あての申し入れで交渉する党地方議員団、天内青森市議、越・千葉
弘前市議、花田五所川原市議、斉藤平川市議、工藤黒石市議、浅利藤崎
町議、安藤・松田・すわ県議、赤平東青地区常任委員、斉藤県書記長、
吉俣東青地区委員長（6月29日）

日本共産党地方議員団が緊急申し入れ日本共産党地方議員団が緊急申し入れ日本共産党地方議員団が緊急申し入れ 県
議
団
だ
よ
り
と
県
政
へ
の
ご
意
見
を
お
寄
せ
下
さ
い

地域包括ケア強化法
平成29年5月26日成立
31の法律を一括改正

　
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
強
化
の
た

め
の
介
護
保
険
法
改
正
案
」
は
、
介
護
保

険
法
の
み
な
ら
ず
、
社
会
福
祉
法
、
医
療

法
、
障
害
者
総
合
支
援
法
な
ど
31
も
の
法

案
で
構
成
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
審
議
時
間
は
衆
議
院
で
22
時
間
、
参

議
院
で
は
16
時
間
足
ら
ず
と
い
う
も
の
で

し
た
。

「助け合い」や共生の名のもとに公的責任の
後退を招く
「助け合い」や共生の名のもとに公的責任の
後退を招く 議案に対する一部反対討論

　

今
回
の
県
税
条
例
の
一
部
改
正
３
議
案

は
、
国
の
平
成
30
年
度
の
地
方
税
法
改
正
案

に
基
づ
く
も
の
で
、
日
本
共
産
党
は
「
安
倍

内
閣
の
下
で
進
め
ら
れ
て
き
た
消
費
税
10
％

へ
の
増
税
を
前
提
と
し
た
制
度
改
悪
を
反
映

し
た
も
の
」
と
反
対
し
ま
し
た
。

　

地
域
包
括
ケ
ア
強
化
法
に
基
づ
く
改
正
で

あ
り
、
同
法
は
介
護
保
険
の
負
担
増
と
給
付

抑
制
の
徹
底
を
図
る
も
の
で
あ
り
反
対
し
ま

し
た
。
今
回
の
提
案
で
新
た
に
介
護
医
療
院

を
創
設
し
、
介
護
療
養
病
床
は
２
０
２
３
年

ま
で
に
廃
止
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、

厚
労
省
は
、
介
護
医
療
院
を
「
地
域
医
療
構

想
」
に
よ
り
削
減
さ
れ
る
病
床
の
受
け
皿
と

す
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
と
指
摘
し
ま
し
た
。

県
税
条
例
の
一
部
改
正
に
反
対

青
森
県
医
療
法
施
行
条
例
一
部
を

改
正
す
る
条
例
案
に
反
対

　

青
森
県
老
人
福
祉
施
設
等
の
設
備
及
び
運

営
に
関
す
る
基
準
等
を
定
め
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
案
、
青
森
県
児
童
福
祉
施

行
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
案
、
青
森

県
障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総

合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
施
行
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
案
は
、
こ
こ
で
示
さ

れ
た
共
生
型
サ
ー
ビ
ス
が
、
障
害
者
が
65
歳

に
な
っ
た
ら
障
害
福
祉
制
度
か
ら
介
護
保
険

制
度
へ
の
移
行
が
求
め
ら
れ
る
介
護
保
険
優

先
原
則
を
固
定
化
す
る
も
の
で
あ
る
と
し
て

反
対
し
ま
し
た
。

　

知
事
報
告
の
大
臣
要
請
で
世
耕
大
臣
か
ら

「
ガ
ラ
ス
固
化
体
の
一
時
貯
蔵
管
理
の
期
間

に
つ
い
て
は
、
当
然
遵
守
す
べ
き
も
の
で
あ

り
、
し
っ
か
り
指
導
し
て
い
く
」
と
の
報
告

で
す
が
、
最
初
に
返
還
さ
れ
た
ガ
ラ
ス
固
化

体
は
す
で
に
23
年
経
過
し
、
日
本
原
燃
と
締

結
し
た
協
定
書
に
基
づ
く
30
年
間
か
ら
50
年

間
と
す
る
一
時
貯
蔵
期
間
は
残
す
と
こ
ろ
27

年
間
で
、
実
質
困
難
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し

場
当
た
り
的
対
応
だ
と
批
判
し
ま
し
た
。

共
生
型
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
３
つ
の

条
例
の
一
部
改
正
案
に
反
対

知
事
の
要
請
大
臣
の
回
答

　
　
場
当
た
り
的
対
応
と
批
判

討論を行う安藤議員
（6月29日）

一
、
り
ん
ご
黒
星
病
に
治
癒
効
果
の
あ
る
薬
剤
の
早
期
開
発
を
促
す
こ
と

二
、
E
Ｂ
Ｉ
剤
の
薬
剤
を
使
用
し
な
い
薬
剤
防
除
体
系
を
早
期
に
確
立
す
る
こ
と

三
、
り
ん
ご
生
産
者
の
防
除
費
用
の
増
加
に
要
す
る
経
費
を
支
援
対
象
と
す
る

こ
と

四
、
耕
種
的
防
除
の
た
め
の
作
業
効
果
の
高
い
被
害
落
葉
の
収
集
機
を
早
期
に

開
発
す
る
こ
と

　
　

以
上
、
地
方
自
治
法
第
99
条
の
規
定
に
よ
り
、
意
見
書
を
提
出
す
る
。

り
ん
ご
黒
星
病
撲
滅
の
た
め
の
国
の
取
組
を
求
め
る
意
見
書

（どちらも前文略）
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松
田
勝
議
員
は
、
刑
法
が
禁
じ
る
賭
博

場
で
あ
る
カ
ジ
ノ
を
解
禁
す
る
Ｉ
Ｒ
実
施

法
案
に
つ
い
て
、
多
く
の
国
民
が
反
対
し

て
お
り
、
許
さ
れ
な
い
と
批
判
し
、
三
村

知
事
の
見
解
を
求
め
ま
し
た
。

　

三
村
知
事
は
、「
公
聴
会
等
に
お
い
て

依
存
防
止
対
策
や
青
少
年
の
健
全
育
成
な

ど
に
つ
い
て
懸
念
の
声
が
あ
っ
た
。
全
国

知
事
会
か
ら
要
請
が
国
に
出
さ
れ
て
い
る

が
、
国
民
の
理
解
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が

大
切
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

　

松
田
議
員
は
、Ｔ
Ｐ
Ｐ
11
の
承
認
案
及

び
関
連
法
に
つ
い
て
、
日
米
２
国
間
で
Ｔ

Ｐ
Ｐ
以
上
の
対
日
要
求
に
応
え
る
こ
と
と

セ
ッ
ト
と
な
り
、
結
果
的
に
Ｔ
Ｐ
Ｐ
12
よ

り
悪
い
状
況
を
つ
く
り
出
す
こ
と
に
な
る

と
指
摘
し
、
県
の
見
解
を
求
め
ま
し
た
。

　

三
村
知
事
は
、「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
つ
い
て
は

当
初
か
ら
交
渉
参
加
に
反
対
の
立
場
で
す

が
、
国
内
手
続
き
が
進
む
状
況
を
踏
ま
え

れ
ば
、Ｔ
Ｐ
Ｐ
11
の
影
響
を
最
小
限
に
と

ど
め
、
県
内
農
林
漁
業
者
の
多
く
が
希
望

を
も
っ
て
経
営
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き

る
よ
う
対
処
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
」
と

答
弁
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
松
田
議
員
が
県
農
林
水
産
物
へ

の
影
響
を
質
問
し
ま
し
た
。

　

高
谷
農
林
水
産
部
長
は
「
生
産
減
少
額

は
、
豚
肉
・
牛
肉
を
中
心
に
約
25
億
円
〜

49
億
円
、
本
県
農
林
水
産
業
の
競
争
力
を

強
化
し
て
い
く
」
と
答
え
ま
し
た
。

　

松
田
議
員
は
、
本
県
の
主
要
魚
種
で
あ

る
ス
ル
メ
イ
カ
、
ア
カ
イ
カ
の
資
源
動
向

と
効
率
的
な
操
業
に
向
け
た
県
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

　

高
谷
農
林
水
産
部
長
は
、「
ス
ル
メ
イ

カ
、
ア
カ
イ
カ
と
も
資
源
量
は
減
少
、
沿

岸
、
沖
合
漁
業
者
の
経
営
安
定
の
た
め
、

ス
ル
メ
イ
カ
の
漁
獲
情
報
を
迅
速
に
提
供

し
て
い
く
。
ア
カ
イ
カ
に
つ
い
て
は
、『
ア

カ
イ
カ
漁
場
予
測
シ
ス
テ
ム
』
の
精
度
向

上
を
図
る
」
と
答
弁
。

カ
ジ
ノ
解
禁
へ
の
知
事
の
見
解
は

カ
ジ
ノ
解
禁
へ
の
知
事
の
見
解
は

カ
ジ
ノ
解
禁
へ
の
知
事
の
見
解
は

　

松
田
議
員
は
、「
安
倍
政
権
は
、
地
元

漁
民
優
先
の
漁
業
規
制
を
緩
和
し
、
財
界

は
養
殖
漁
業
へ
の
規
制
撤
廃
を
狙
っ
て
い

る
。
県
は
本
県
の
つ
く
り
育
て
る
漁
業
推

進
に
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
」
と
質

問
し
ま
し
た
。

　

高
谷
農
林
水
産
部
長
は
「
ヒ
ラ
メ
な
ど

の
栽
培
漁
業
に
つ
い
て
は
、
生
産
コ
ス
ト

の
低
減
等
を
進
め
る
。
養
殖
業
に
つ
い
て

は
、
ホ
タ
テ
ガ
イ
の
更
な
る
安
定
生
産
に

向
け
て
、
過
密
養
殖
に
よ
る
影
響
の
検
証

な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
く
」
と
答
え
ま
し

た
。

　

松
田
議
員
は
最
初
に
県
内
市
町
村
の
学

校
給
食
無
償
化
へ
の
取
り
組
み
状
況
に
つ

い
て
質
問
し
ま
し
た
。

　

和
嶋
教
育
長
は
「
学
校
給
食
費
の
軽
減

措
置
は
９
町
村
、
そ
の
う
ち
全
額
補
助
は

４
町
村
」
と
答
え
ま
し
た
。

　

次
に
松
田
議
員
は
、
学
校
給
食
費
の
負

担
に
つ
い
て
の
県
教
育
委
員
会
の
考
え
を

質
し
ま
し
た
。

　

和
嶋
教
育
長
は
「
施
設
設
備
費
と
職
員

給
与
は
市
町
村
、材
料
費
は
保
護
者
負
担
」

と
答
え
ま
し
た
。

　

松
田
議
員
は
、
学
校
給
食
法
で
は
県
が

支
援
す
る
こ
と
を
禁

じ
て
い
な
い
。
市
町

村
は
子
育
て
支
援
に

力
を
入
れ
て
い
る
と

述
べ
、
県
が
学
校
給

食
費
無
償
化
支
援
に

踏
み
出
す
よ
う
求
め

ま
し
た
。

　

松
田
議
員
は
、
地
域
産
業
の
振
興
に
つ

い
て
、
経
済
波
及
効
果
の
大
き
い
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
制
度
と
「
異
次
元
金
融
緩
和
の

下
で
も
中
小
企
業
向
け
貸
し
出
し
は
減
少

し
て
い
る
、
県
の
特
別
保
証
融
資
制
度
」

の
実
績
に
つ
い
て
質
問
。

　

福
士
県
土
整
備
部
長
は
「
県
内
25
市
町

村
で
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
に
関
す
る
支
援
を

実
施
、
リ
フ
ォ
ー
ム
全
般
へ
の
支
援
は
11

市
町
村
」
と
答
え
ま
し
た
。

　

又
、
田
中
商
工
労
働
部
長
は
、
県
特
別

保
証
融
資
制
度
の
過
去
５
年
分
の
利
用
実

績
を
答
弁
、「
平
成
29
年
度
は
１
６
０
０

件
約
１
７
３
億
円
。」
と
答
え
ま
し
た
。

つ
く
り
育
て
る
漁
業
の
推
進
を

つ
く
り
育
て
る
漁
業
の
推
進
を

つ
く
り
育
て
る
漁
業
の
推
進
を

県
と
し
て
学
校
給
食
費

　
　
　
　
無
償
化
の
支
援
を

県
と
し
て
学
校
給
食
費

　
　
　
　
無
償
化
の
支
援
を

県
と
し
て
学
校
給
食
費

　
　
　
　
無
償
化
の
支
援
を

Ｔ
Ｐ
Ｐ
11
の
危
険
性
と

　
　
　
　
　
影
響
に
つ
い
て

Ｔ
Ｐ
Ｐ
11
の
危
険
性
と

　
　
　
　
　
影
響
に
つ
い
て

Ｔ
Ｐ
Ｐ
11
の
危
険
性
と

　
　
　
　
　
影
響
に
つ
い
て

ス
ル
メ
イ
カ
、ア
カ
イ
カ
の

　
　
　

資
源
動
向
に
つ
い
て

ス
ル
メ
イ
カ
、ア
カ
イ
カ
の

　
　
　

資
源
動
向
に
つ
い
て

ス
ル
メ
イ
カ
、ア
カ
イ
カ
の

　
　
　

資
源
動
向
に
つ
い
て

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
の

　
　
　
　
さ
ら
な
る
促
進
を

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
の

　
　
　
　
さ
ら
な
る
促
進
を

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
の

　
　
　
　
さ
ら
な
る
促
進
を

　

こ
れ
ま
で
医
療
機
関
の
療
養
病
床

は
介
護
保
険
の
も
と
で
医
療
を
提
供

す
る
医
療
療
養
病
床
と
介
護
保
険
の

も
と
で
の
介
護
療
養
病
床
が
あ
り
ま

す
が
、
国
は
要
介
護
者
に
対
し
新
た

な
介
護
保
険
施
設
と
し
て
平
成
30
年

度
に
介
護
医
療
院
を
創
設
し
、
療
養

病
床
の
廃
止
期
限
を
６
年
延
長
す
る

医
療
法
の
一
部
改
正
を
行
い
ま
し

た
。
こ
れ
に
伴
い
県
条
例
の
介
護
療

養
病
床
を
平
成
36
年
３
月
31
日
ま
で

延
長
す
る
と
し
ま
し
た
。
改
正
に
伴

う
県
内
の
対
象
予
定
施
設
を
問
う
と

「
療
養
病
床
の
転
換
に
係
る
経
過
措

置
と
し
て
、
入
院
患
者
４
人
に
対
し

看
護
師
１
人
を
配
置
す
る
所
を
患
者

６
人
に
対
し
て
看
護
師
１
人
の
配
置

が
適
用
さ
れ
て
い
る
医
療
機
関
は
18

施
設
」
と
答
え
ま
し
た
。

　

共
生
型
サ
ー
ビ
ス
は
、
障
害
者
が

65
歳
以
上
に
な
り
障
害
福
祉
サ
ー
ビ

ス
か
ら
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
に
移
行

し
て
も
、
引
き
続
き
同
じ
事
業
所
で

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ

サ
ー
ビ
ス
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
が
利

用
で
き
る
よ
う
に
す
る
と
い
う
も
の

で
す
が
、
65
歳
に
な
っ
た
ら
障
害
福

祉
制
度
か
ら
介
護
保
険
制
度
へ
の
移

行
が
求
め
ら
れ
る
「
介
護
保
険
優
先

原
則
」
を
固
定
化
す
る
も
の
だ
と
指

摘
し
ま
し
た
。
障
害
者
サ
ー
ビ
ス
事

業
所
の
う
ち
、
生
活
介
護
事
業
所
か

ら
、
介
護
保
険
の
共
生
型
サ
ー
ビ
ス

で
あ
る
通
所
介
護
事
業
所
と
し
て
、

87
か
所
が
共
生
型
サ
ー
ビ
ス
の
通
所

介
護
事
業
所
と
し
て
指
定
申
請
を
行

う
対
象
と
な
る
と
答
え
ま
し
た
。
今

回
の
改
定
は
、
介
護
保
険
と
障
害
者

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
統
合
へ
の
布
石
と

い
え
る
の
で
は
な
い
か
と
強
調
し
ま

し
た
。

　

今
回
収
容
委
員
７
人
の
う
ち
４
人

と
予
備
委
員
２
人
の
う
ち
１
人
が
任

期
満
了
で
、
再
任
と
新
任
委
員
の
提

案
が
な
さ
れ
、
収
用
委
員
会
は
、
土

地
収
用
法
に
基
づ
き
29
年
度
は
国
道

改
築
事
業
や
都
市
計
画
道
路
事
業
３

件
11
回
の
会
議
と
現
地
調
査
及
び
審

理
を
１
回
ず
つ
実
施
。委
員
は
法
律
、

経
済
、
行
政
に
関
す
る
経
験
と
知
識

を
有
し
公
正
な
判
断
を
す
る
こ
と
が

で
き
る
者
を
県
議
会
の
同
意
を
得
て

任
命
す
る
と
し
、
今
回
退
任
・
新
任

の
委
員
は
不
動
産
鑑
定
士
、
29
年
度

の
全
委
員
の
報
酬
額
が
４
１
６
万
４

千
円
と
答
弁
し
ま
し
た
。

療
養
病
床
か
ら
介
護
医
療
院
へ

療
養
病
床
か
ら
介
護
医
療
院
へ

療
養
病
床
か
ら
介
護
医
療
院
へ

新
た
な
収
用
委
員
任
命
さ
れ
る

新
た
な
収
用
委
員
任
命
さ
れ
る

新
た
な
収
用
委
員
任
命
さ
れ
る

障
害
者
65
歳
問
題
、共
生
型

サ
ー
ビ
ス
で
固
定
化

障
害
者
65
歳
問
題
、共
生
型

サ
ー
ビ
ス
で
固
定
化

障
害
者
65
歳
問
題
、共
生
型

サ
ー
ビ
ス
で
固
定
化

　
６
月
26
日
安
藤
議
員
が
、
議
案
３
件
と
知
事
報
告
「
原
子
力
発
電

及
び
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
に
関
す
る
世
耕
経
産
大
臣
へ
の
要
請
」
に
つ

い
て
質
問
し
ま
し
た
。

　

安
藤
議
員
は
、
高
レ
ベ
ル
ガ
ラ
ス
固
化

体
の
満
期
搬
出
の
約
束
が
破
ら
れ
る
点
を

質
し
ま
し
た
が
、
県
は
「
遵
守
す
べ
き
も

の
で
あ
り
、
指
導
し
て
い
く
」
と
の
経
産

大
臣
の
回
答
を
繰
り
返
す
だ
け
で
す
。

無
責
任
な
経
産
大
臣
の「
回
答
」

無
責
任
な
経
産
大
臣
の「
回
答
」

無
責
任
な
経
産
大
臣
の「
回
答
」

　

平
成
６
年
12
月
26
日
、
北
村
知
事
は
、

日
本
原
燃
と
の
協
定
を
締
結
。
高
レ
ベ
ル

放
射
性
廃
棄
物
ガ
ラ
ス
固
化
体
の
一
時
貯

蔵
期
間
を
「
30
年
か
ら
50
年
」
と
し
ま
し

た
。
当
時
、
50
年
は
長
過
ぎ
る
と
の
意
見

が
あ
り
、
30
年
を
つ
け
加
え
ま
し
た
。

　

今
年
６
月
２
日
、
午
後
11
時
か
ら
Ｎ
Ｈ

Ｋ
教
育
テ
レ
ビ
で
〝
核
の
ゴ
ミ
〞
問
題
を

扱
っ
た
60
分
番
組
が
報
道
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
時
、
六
ヶ
所
村
の
助
役
や
課
長
だ
っ

た
方
々
が
、
期
限
が
守
ら
れ
な
く
な
っ
て

き
て
、
物
理
的
に
不
可
能
な
こ
と
に
、「
申

し
訳
な
い
」「
冗
談
じ
ゃ
な
い
」
と
発
言

し
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
北
村
知
事
、
木
村
知
事
、
三
村

知
事
は
、
大
臣
が
変
わ
る
度
毎
に
、
本
県

を
「
最
終
処
分
地
に
し
な
い
」
と
の
確
約

書
を
交
わ
し
て
き
ま
し
た
。
大
臣
が
変
わ

る
度
毎
に
確
約
書
を
交
わ
す
ほ
ど
嘆
か
わ

し
い
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
し
か
し
、

そ
れ
は
１
３
０
万
県
民
の
総
意
、
県
議
会

超
党
派
の
総
意
で
あ
り
、
そ
の
重
み
は
幾

重
に
も
重
い
も
の
で
す
。
こ
こ
数
年
で
原

発
、
核
燃
を
ご
破
算
に
す
る
ほ
ど
の
大
問

題
と
な
る
で
し
ょ
う
。

原
発
、核
燃
推
進
が
ご
破
算
に

な
る
ほ
ど
の
大
問
題
と
な
る

原
発
、核
燃
推
進
が
ご
破
算
に

な
る
ほ
ど
の
大
問
題
と
な
る

原
発
、核
燃
推
進
が
ご
破
算
に

な
る
ほ
ど
の
大
問
題
と
な
る

3つの調査に20年間
建設・操業まで20年間

高レベルガラス固化体の「最終処分法」
では、文献調査 2 年
　　　概要調査 4 年　　約20年
　　　精密調査14年
　これ自体が進みません。
　その上、地下300mの処分場の建設
に約20年（最近10年に短縮したが）そ
れでも満期日搬出の約束は破られる。

満期日　H57.4.26 残り27年間

⎭
⎬
⎫

日本の各原発から出た使用済燃料を
フランス、イギリスに再処理を委
託。発生したガラス固化体が六ヶ所
に返還された期日。
　H7年、28本仏国、H7.4.26
　H8年、40本仏国、H9.3.18
　H9年、60本仏国、H10.3.13
　　　　　　　⬇
H28年、132本英国、H28.10.22

サイクルは成立せず、むつ中間貯蔵も大間原発もやめるしかない

カジノ実施法案、TPPの危険性と影響、イカ漁の対策
つくり育てる漁業、学校給食の無償化、住宅リフォーム融資…
カジノ実施法案、TPPの危険性と影響、イカ漁の対策
つくり育てる漁業、学校給食の無償化、住宅リフォーム融資…

　松田勝議員は冒頭、米朝首脳会
談での合意が平和への第一歩とし
て歓迎しつつ、民主主義の危機を
つくり出した安倍内閣は総辞職す
べきと所感を述べ、カジノ実施法
案への知事の見解や本県における
漁業振興の取り組み、学校給食の
充実等６項について三村知事と関
係部長に対し、質問しました。

一般質問をする松田議員（6月22日）

介護医療院とは、共生型サービスとは何か。
医療を必要とする高齢者や65歳以上の障害
者の安上がりな受け皿にしてはならない。

場当り的対応の繰り返し
サイクルは寸断、最終処分の約束破られるのは明らか

　

松
田
議
員
は
「
２
０
１
６
年
国
の
自
殺
対

策
基
本
法
改
正
、
翌
年
自
殺
総
合
対
策
大
綱

が
閣
議
決
定
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
て
、
本
県

に
お
い
て
『
い
の
ち
支
え
る
青
森
県
自
殺
対

策
計
画
』
を
策
定
し
た
と
聞
い
て
い
る
が
、

本
県
に
お
け
る
自
殺
の
現
状
に
つ
い
て
」
質

問
し
ま
し
た
。

　

菊
地
健
康
福
祉
部
長
は
「
本
県
に
お
け
る

平
成
29
年
の
自
殺
者
数
は
前
年
か
ら
６
人
減

の
２
６
５
人
、
人
口
10
万
人
当
た
り
の
自
殺

死
亡
率
は
、全
国
ワ
ー
ス
ト
３
位
と
な
っ
た
。

原
因
の
動
機
は
、
健
康
、
経
済
生
活
、
家
庭

等
が
多
い
割
合
と
な
っ
て
い
る
」
と
答
弁
し

ま
し
た
。

　

次
に
松
田
議
員
は
、「
県
内
地
域
別
の
自

殺
者
の
現
状
と
高
い
地
域
に
今
後
ど
の
よ
う

に
対
応
し
て
い
く
の
か
」と
質
問
し
ま
し
た
。

　

菊
地
健
康
福
祉
部
長
は
「
地
域
別
の
自
殺

死
亡
率
は
、
平
成
29
年
は
上
十
三
地
域
が

27
・
０
と
最
も
高
く
、
次
い
で
八
戸
地
域
が

24
・
０
と
な
っ
て
い
る
。」
こ
の
た
め
、
上

十
三
保
健
所
で
は
「
明
日
を
生
き
る
力
ア
ッ

プ
推
進
事
業
を
実
施
、
ま
た
小
規
模
事
業
所

等
を
対
象
に
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
育
成
な
ど
に

取
り
組
ん
で
き
た
。
今
後
県
と
し
て
も
市
町

村
等
の
状
況
等
に
合
わ
せ
た
対
策
に
取
り
組

ん
で
い
た
だ
く
よ
う
市
町
村
に
働
き
か
け
て

い
く
」
と
答
弁
し
ま
し
た
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自殺率の高い地域への
対策強化を

知事の世耕経産大臣への要請と回答

三村県政がOKした施設

六ヶ所
MOX燃料
加工工場

六ヶ所
再処理工場

軽水炉
原子力
発電所

第2
再処理工場

高速
増殖炉

中間貯蔵
施設
5000t

（50年間貯蔵）

（粉末ウラン・プルトニウム
　　　　混合酸化物）

（
軽
水
炉
用
）
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つ
市

どこへ行くのか

使用済MOX燃料
高
レ
ベ
ル

放
射
性
廃
棄
物

200トン

使用済ウラン燃料1000トン（年間）発生

　 800トン

高速増殖炉も第2再処理工場も消滅

議案の質疑を行う安藤議員
（6月26日）

仏国計　1,310本　英国計　520本


